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平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
六
日 

原
子
爐
技
術
の
最
大
の
難
問
は
使
用
濟
燃
料
の
最
終
處
分
に
し
て
、
特
に
ア
メ
リ
シ
ウ
ム
、
キ
ュ
リ

ウ
ム
な
ど
超
長
半
減
期
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廢
棄
物
は
現
在
の
所
、
地
殼
の
奧
深
く
數
萬
年
の
保
存
を
要

す
と
い
ひ
、
世
界
各
國
そ
の
處
理
に
苦
惱
す
。 

こ
ゝ
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
そ
の
地
下
貯
藏
施
設
の
建
設
を
始
む
。
同
國
は
國
家
の
獨
立
を
擔
保
す
る
も

の
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
を
進
め
、
原
子
力
の
比
率
は
三
分
の
一
に
達
し
を
り
。
そ
の
使
用
濟

燃
料
の
最
終
處
理
も
他
國
を
頼
ら
ず
、
自
國
に
て
の
處
理
を
決
斷
、
オ
ン
カ
ロ
（O

n
k
alo

）
計
畫
と
て

平
成
三
十
二
年
（
二
〇
二
〇
）
稼
働
開
始
を
目
指
す
。
完
成
せ
ば
爾
後
百
年
處
理
可
能
と
云
々
。 

前
首
相
小
泉
純
一
郎
氏
こ
の
オ
ン
カ
ロ
を
視
察
、
歸
國
後
斯
る
計
畫
我
が
國
に
て
は
實
施
不
可
能
と

し
て
原
發
の
即
時
廢
爐
を
提
唱
す
。
メ
デ
ィ
ア
忽
ち
こ
れ
に
飛
附
き
、
報
道
番
組
、
新
聞
紙
面
擧
げ
て

贊
意
を
表
し
、
反
原
發
ム
ー
ド
を
盛
上
ぐ
。
小
泉
氏
を
稱
揚
す
る
「
街
の
人
」
頻
り
に
テ
レ
ビ
に
登
場

し
、
同
氏
に
追
從
せ
ざ
る
安
倍
首
相
を
暗
に
批
判
す
。 

原
發
の
是
非
は
暫
く
こ
れ
を
措
く
と
も
、
小
泉
氏
の
い
ふ
オ
ン
カ
ロ
計
畫
の
如
き
は
我
が
國
に
て
は

實
施
不
可
能
な
り
と
の
説
そ
の
も
の
に
は
大
い
な
る
疑
問
あ
り
。
根
據
明
示
な
き
も
、
考
へ
得
る
理
由

は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
斯
る
計
畫
の
實
施
に
贊
同
す
る
地
域
な
く
、
他
の
一
つ
は
我
が
國
の
土
木
技
術

の
不
足
な
ら
む
。
前
者
は
詳
細
な
る
建
設
候
補
地
の
選
定
を
行
ひ
、
地
元
を
説
得
す
る
が
政
治
家
の
役

割
に
非
ず
や
。
又
後
者
も
最
近
ト
ル
コ
の
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峽
の
海
底
ト
ン
ネ
ル
も
我
が
國
の
大
成
建
設

こ
れ
を
開
鑿
完
成
せ
し
め
た
る
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
優
る
と
も
劣
ら
ざ
る
に
非
ず
や
。
惜
し
む
ら
く
は
、

發
信
力
拔
群
の
小
泉
氏
に
し
て
オ
ン
カ
ロ
計
畫
へ
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
國
民
の
決
意
に
對
す
る
敬
意
と

共
に
こ
れ
を
紹
介
せ
ば
、
よ
も
や
こ
れ
を
「
檢
討
の
要
な
き
計
畫
」
と
の
誤
解
招
か
ざ
ら
ま
し
。 

人
或
い
は
言
は
む
、
假
令
オ
ン
カ
ロ
成
功
す
と
も
、
半
減
期
數
萬
年
に
比
し
、
僅
か
百
年
に
て
終
ら

ば
、
次
々
と
處
分
場
を
要
し
、
人
類
の
負
擔
に
堪
へ
ざ
る
べ
し
と
。
放
射
性
廢
棄
物
は
原
子
核
の
周
圍

に
て
各
種
の
粒
子
の
衝
突
に
よ
り
て
謂
は
ゞ
人
爲
的
に
發
生
す
る
も
の
な
れ
ば
、
そ
の
衝
突
の
特
性
を

利
用
し
て
、
最
終
廢
棄
物
を
短
半
減
期
低
レ
ベ
ル
放
射
性
の
も
の
に
制
禦
す
る
技
術
不
可
能
に
非
ず
と

思
料
す
。
こ
の
夢
あ
る
技
術
開
發
は
今
後
百
年
の
間
に
可
能
な
ら
む
も
、
な
ほ
原
子
爐
の
操
業
を
通
じ

て
の
絶
え
ざ
る
工
夫
、
改
良
の
結
果
な
る
べ
し
。「
廢
爐
」
に
拘
り
、
我
が
國
こ
れ
に
參
加
せ
ざ
れ
ば
、

世
界
の
潮
流
に
後
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
後
進
國
の
不
利
を
甘
受
す
る
の
餘
儀
な
き
に
至
ら
む
。 

振
返
り
て
惟
ふ
に
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
力
學
に
基
く
工
業
技
術
は
そ
の
携
は
る
人
數
も
多
く
、
世
間
の

常
識
と
し
て
學
習
せ
ら
れ
來
る
に
、
量
子
力
學
以
後
の
原
子
力
技
術
は
從
事
人
口
も
未
だ
少
く
、
特
に

數
學
的
取
扱
の
難
解
化
に
よ
り
、
一
般
教
養
と
し
て
の
學
習
す
ら
困
難
と
な
り
つ
。
知
識
の
及
ば
ざ
る

に
乘
じ
て
世
を
欺
き
、
國
を
殆
く
す
る
の
輩
猖
獗
す
る
は
歴
史
の
示
す
所
、
幸
ひ
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
發
達
あ
り
、
こ
れ
の
テ
レ
ビ
へ
の
活
用
に
よ
り
原
子
核
物
理
學
へ
の
理
解
を
深
め
、

良
識
あ
る
合
理
的
議
論
の
發
展
を
待
望
す
。 


